
史跡松江城地内での倒木発生状況と今後の対応について 

 

令和６年度の倒木を受けた危険木対策の実施状況と、今後の計画について報告します。 

 

（１）令和6年度実施事業 

〇令和6年6月23日の馬溜クロマツ倒木を受け、 

樹木医の緊急点検により、合計59本の伐採、 

33本の剪定を実施。 

〇城山公園主要エリアの樹木 154本の危険度 

診断を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）令和7年度実施予定事業 

〇令和6年度危険度診断を実施したエリアにおいて、伐採・樹高調整等の安全対策を実施

予定。 

〇令和6年度危険度診断の対象範囲外において危険度診断を実施予定。 

診断結果をもとに、令和８年度以降の危険木対策を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲令和6年6月 23日クロマツ倒木 

▲中曲輪クロマツ伐採前 ▲中曲輪クロマツ伐採後 ▲令和7年3月 13日クロマツ倒木 
（令和 7年 6月 18日） 
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